
令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

道府県・政令市名【 島根県 】 

学校名【 浜田市立旭中学校 】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

（学年･人数） 
全校生徒 52名・職員15名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

  ①教科名（保健体育）③その他（講演会） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

オリパラ教育を通して、多様性の理解を深めるとともに共生社会 
の構築に向け、自分たちにできることを考えて実践できる生徒を 
育成する。 
オリンピアンから直接学ぶことで、将来に向けて夢や希望を抱
き、伝えることができる。 

５ 取組内容 ○2名の講演会（オリンピアンより） 

・前田将良氏（旭なごみ体操クラブ） 

演題「人生を楽しむ 

～夢を追いオリンピックから田舎暮らしへ～」 

前田氏の指導を受けている生徒が本校に

在籍しているが、友達の多くがその演技

を見たことがないため、よい機会と捉え、

前田氏の説明とともに実技を披露した。 

 

・平岡 拓晃氏（筑波大学 体育系 助教） 

演題「失敗＝ダメではない」 

 



授業 武道 柔道 （ゲストティーチャー） 

平岡氏と直接組み合うことで、動きを制限されたことや力強さ

など実感することができた。また、目の前で技を披露し、技（背

負い投げ）の速さや受け身を取った時の音などを聞き、改めてオ

リンピアンのすごさを実感することができた。 

 

○講演会を終えて、生徒の振り返りより（抜粋） 

・夢を持つことの大切さを知ることができました。また、今住ん

でいる故郷のいいところをもっと見つけていきたいです。 

・私もいろいろな人から支えられて練習ができていると思いま

した。感謝することを忘れないようにしたいと思います。 

・人との出会いや環境に感謝して人生を楽しもうと思いました。 

 

〇オリパラ掲示板 

 

・購入したオリパラ関係の本

を置くとともに、講演会前で

は、講師紹介を掲示し、講演会

後は、生徒の振り返りを掲示

し、意識の向上を図った。 

 

 

６ 主な成果 

 

○オリンピアンの経験や思いを直接聞いたことで、将来の夢や希

望、故郷について深く考えることができた。 

○コロナ禍で行われた東京オリンピックの感染症対策や舞台裏、

多くのボランティアの支えがあり、運営できたことを知った。そ

のことによって、今の自分達に必要なことや何ができるのか気づ

くことができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○講演会後、振り返りとして感想を書き、キャリアパスポート

に綴じた。 

○生徒がより身近にオリンピアンと触れ合うことができるよう

に、演技の披露やゲストティーチャーとして授業参加を行った。 

８主な課題等 ○生徒たちが感じ取った共生社会、自分達に何ができるかなど多

くの学びを継続していくとともにさらに具体的な行動につなげ

るなど、発展させていくことが重要である。 

９来年度以降の

実施予定 

○今回のオリンピアンとの出会いは、生徒たちの学びにとって大

変貴重なものとなった。生徒たちの学びをさらに継続・発展させ

ていくために、今度はパラリピアンとの出会いを実現させたい。 



 


